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定
例
会

第3回

会期
９／5～13

◆各会計歳入歳出決算額

会計名 歳　入 歳　出 差引額

一 般 会 計 80億4,360万円 75億9,441万円 4億4,918万円

特
別
会
計

後期高齢者医療 1億4,000万円 1億3,923万円 77万円

国 民 健 康 保 険 12億5,814万円 12億3,420万円 2,394万円

介 護 保 険 10億1,925万円 9億5,022万円 6,903万円

下 水 道 事 業 5億 87万円 4億9,577万円 510万円

歳出総額　75億9，441万円で認定
令和4年度　一般会計

　

令
和
５
年
第
３
回
明
和
町
議
会

定
例
会
は
、９
月
５
日
に
招
集
さ

れ
、13
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、町
長
か
ら

報
告
１
件
、条
例
制
定
、補
正
予
算

及
び
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
の

認
定
な
ど
議
案
15
件
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、４
人
の
議
員
か
ら
一
般

質
問
が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
を

展
開
し
て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ

し
ま
し
た
。

※表示した金額は、歳入・歳出・差引額ごとに四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。

明和中学校体育祭
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では、こんな質疑がありました決算特別委員会
　令和４年度の各会計決算を審議するため特別委員会を設置し、三浦次弘議員を委員長、栗原孝夫議員
を副委員長に詳細に審議をしました。その中で出された質疑の一部を紹介します。

質問 空地（農地を
除く）等の環境保全
指導のうち空き家に
対しての指導件数は。

産業環境課 環境保全
指導54人、66筆の中で
半数程度が、空家敷地内
の雑草等による指導とな
ります。指導件数は増加
傾向で、電話や通知など
で対応しています。

質問 明和町自主
防災組織の活動内
容は。

総務課 各地区で炊き出しが行え
るように、令和２年度から令和３
年度にかけて希望のあった15地区
に炊き出しセット等を配備してい
ます。令和４年度は自主防災組織
補助金を活用し、13地区で訓練が
行われました。

質問 谷田川堤
防等道路占用箇
所除草委託料は
いくらか。

都市建設課 580万8,000
円です。町が管理し除草す
る場所は道路の両脇１ｍ、
延長約10㎞の部分です。１
ｍより下の部分は県の管理
となります。

質問 Ｍター
ン促進奨励金
の過去３か年
の実績は。

産業環境課 令和２年
度52件、令和３年度67件、
令和４年度75件と増加傾
向にあります。

質問 谷田川堤防は県と町で分担し
て管理しており、除草は別々で行っ
ているが、一括して行えるか検討し
ていただきたいが。

都市建設課 町では町内業者に委託しており、
県の委託業者が同じであれば一括して対応して
いますが、業者が別の場合は一体的に管理でき
るよう調整しています。実施回数は県より町が
１回多い（県２回、町３回）ため、県に要望し
ていきたいと思います。

炊き出し訓練
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健康こども課 閉館時間
は午後９時30分です。利
用人数は少ないものの、週
末は午後８時くらいまで親
子での利用が見受けられま
す。また、子供会や保護者
会などの会議で利用される
こともあります。今後、夜
間の利用状況や利用率を調
査し、適切な開館時間を判
断したいと考えています。

質問 ふれあ
いセンターの
夜間の職員は
１名のため、
防犯上の観点
からも利用人
数が少ないの
であれば閉館
時間を見直す
べきでは。

生涯学習課 中央公民館だけではなく、
山幸アリーナ（社会体育館）、日本キャン
パックホール、Ｂ＆Ｇ海洋センターの老朽
化も進んでいます。現時点では、修繕をし
ながら継続して使用する考えですが、将来
的には検討委員会の中で協議し判断してい
きたいと思います。

質問 中央公
民館の修繕費
が増えている。
今後、中央公
民館をどのよ
うにする考え
か。

住民保険課  主な要因
は、高額な治療により医
療単価が増加しているた
めです。

質問 国民健
康保険の１人
当たりの医療
費が増加して
いる要因は。

中央公民館

健康こども課 のべ
接種者数は令和３年度
が20人、令和４年度が
92人と増えています。
ワクチンの種類も増え、
９

※
価ワクチンを接種す

る人が多く、対象者は
規定回数を接種してい
ますが副反応は出てい
ません。

質問 子宮頸
がん予防接種
を接種した人
数は。接種者
は増えている
のか。副反応
は出ていない
か。接種者は
規定回数を受
けているか。

※９価ワクチンとは、９種類のヒトパピローマウイルス
（HPV）の感染を防ぐワクチンのことです。
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
会

計
決
算
認
定
５
議
案
（
明
和
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
明
和
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
明
和
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
明
和
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
明
和
町

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
９
月
８
日
に
総
務
・
産

業
常
任
委
員
会
所
管
の
審
査
を
、
９
月
11

日
に
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
の
審
査

を
、
課
長
・
室
長
並
び
に
係
長
等
の
出
席
を

願
い
、
説
明
や
質
疑
等
の
回
答
を
求
め
、
慎

重
な
審
査
を
実
施
し
、
各
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
委
員
会
と
し
て
の
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長

三
浦 

次
弘

審
査
報
告

質
問 

Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
自
立
型
ガ
ス
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
）
エ
ア
コ
ン
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
（
電
気

モ
ー
タ
ー
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
エ
ア
コ
ン

の
出
力
に
差
が
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

出
力
に
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問 

Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
ア
コ
ン
を
選
択
し
た

理
由
は
。

学
校
教
育
課
長 

Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
ア
コ
ン
は

Ｅ
Ｈ
Ｐ
エ
ア
コ
ン
よ
り
も
２
施
設
合
計

で
約
６
７
０
０
万
円
高
額
と
な
り
ま
す

が
、
６
０
０
０
万
円
の
補
助
金
に
よ
り

差
額
約
７
０
０
万
円
高
で
済
む
た
め
、

災
害
等
の
停

電
時
で
も
利

用
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
の
大

き
な
Ｇ
Ｈ
Ｐ

エ
ア
コ
ン
を

選
択
し
ま
し

た
。 体

育
館
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

賛成討論

効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
な
財
政
運
営
が

図
ら
れ
た

　

一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
が
２
億
７
０
０
０
万
円
超
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
に
お
い
て
最
も
重
要

な
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
前
年
対
比
49
・
１
％
増
と
大
幅

な
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
町
税
の
収
納
率
は
99
・
５
％
と

引
き
続
き
県
下
で
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
施
策
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
や
中
小
事
業
者

支
援
事
業
等
を
行
い
ま
し
た
。
明
和
町
総
合
戦
略
を
踏
ま

え
、
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健

全
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
、
決
算
認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

藤
野 

一
也 

議
員

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
結
果
を
出
し
て
い
る

　

決
算
特
別
委
員
会
の
説
明
に
よ
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
限
ら
れ
た
予
算
で
慎
重
に
事
業
が
遂
行
さ
れ
、
適
正

に
予
算
執
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
評
価
し
ま

す
。
よ
っ
て
、
令
和
４
年
度
明
和
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
賛
成
し
ま
す
。

奥
澤 

貞
雄 

議
員

契
約
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議　案 件名と主な内容 審議結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

堀
口
　
正
敏

小
野
　
光
枝

三
浦
　
次
弘

栗
原
　
孝
夫

藤
野
　
一
也

荒
井
　
信
行

眞
塩
香
奈
子

本
澤
　
春
江

斎
藤
　
一
夫

島
田
　
宏
幸

奥
澤
　
貞
雄

坂
上
　
祐
次

報告
第 6 号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告 －

議案
第 34 号

副町長の選任…副町長の任期満了に伴い、瀬下嘉彦氏の選任につき議会の同意を
求めるもの。 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 35 号

明和町下水道事業の設置等に関する条例の制定…公営企業会計への移行に伴い条
例を制定するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 36 号

明和町下水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定…公営企業会計への移行
に伴い条例を制定するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 37 号

町道路線の廃止及び認定…明和矢島地区Ｂ地区造成事業による新たな土地利用に
伴う町道の廃止、江口地内の町道に面した共有名義の私道が町に寄附されたことに
よる町道の廃止及び寄付部分を含めた町道の認定をするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 38 号

令和５年度明和町一般会計補正予算（第７号）…ふるさと納税事業 6,311 万
3,000 円、財政調整基金への積立 5,389 万 8,000 円、出産子育て応援給付金
事業 344 万円、帯状疱疹ワクチン接種助成事業 467 万円、広域入所の増加見
込みに伴うこども園費 722 万 5,000 円など合計 1 億 4,478 万 1,000 円を追
加し、補正後の予算総額を 77 億 6,994 万 2,000 円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 39 号

令和５年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）…国民健康保険事業
費納付金 107 万 5,000 円、国県支出金等返還金 1,287 万 8,000 円を追加し、
補正後の予算総額を 12 億 4,095 万 3,000 円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 40 号

令和５年度明和町介護保険特別会計補正予算（第１号）…介護保険基金積立金
3,250 万 3,000 円、国庫支出金等精算返還金 2,609 万円など合計 6，909
万2,000円を追加し、補正後の予算総額を10億5,009万2,000円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 41 号

令和５年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第１号）…水質浄化センター維
持管理事業光熱水費 190 万 6,000 円を減額し、補正後の予算総額を5 億 3,409
万 4,000 円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 42 号

令和４年度明和町一般会計歳入歳出決算の認定…一般会計歳入歳出決算を認定に
付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 43 号

令和４年度明和町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定…後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 44 号

令和４年度明和町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定…国民健康保険特別
会計歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 45 号

令和４年度明和町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定…介護保険特別会計歳入
歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 46 号

令和４年度明和町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定…下水道事業特別会計
歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 47 号

工事請負契約の締結…明和中学校屋内運動場災害避難所 GHP エアコン設置工事
の契約にあたり、議会の議決を求めるもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 48 号

工事請負契約の締結…明和町社会体育館災害避難所 GHP エアコン設置工事の契
約にあたり、議会の議決を求めるもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○…賛成、×…反対、退…退席、欠…欠席、議…議長

提出議案と審議結果第３回定例会　９／５～13
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や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

町
政
を
問
う

A
QRコードを読み
込むと、議会中
継のページが開
けます

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって事務の

執行状況や将来に対する方針等について、報告や説明を求

めたり、疑問点をただすものです。

　９月定例会では４人の議員から８項目について一般質問

が行われました。

　議会だよりでは、質問と答弁を要約して掲載しています。

■斎藤　一夫 議員 …………… ８ページ

◦物価高騰対策について

■奥澤　貞雄 議員 …………… ９ページ

◦研修派遣について

◦公用車使用について

◦町長の後援会ウェブサイト作成について

■栗原　孝夫 議員 …………… 10ページ

◦ふるさと大使ミュージアムについて

◦江口排水路について

■三浦　次弘 議員 …………… 11ページ

◦不登校対策について

◦町の「災害対策本部」の非常用電源について
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質
問 
円
安
や
原
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の

燃
料
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

国
は
５
回
目
の
補
助
の
延
期
を

決
め
た
が
、
未
だ
高
価
格
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
農
繁
期
や
冬
を

迎
え
、
灯
油
の
高
騰
は
農
家
や

家
庭
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
ま

た
、
国
は
電
気
料
金
の
補
助
に

つ
い
て
も
延
長
を
検
討
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
物
価
高
騰
の

中
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
足

利
市
で
は
、
全
市
民
を
対
象
に

助
成
を
行
っ
た
。
町
民
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
補
助
金
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

A プレミアム付商品券やコストコ会員証助成の
　　　　　　　周知を図りたい／産業環境課長

Q 物価高騰対策として全町民対象の助成を 

SAITO  KAZUO

斎
さ い と う

藤　一
か づ

夫
お

 議員

産
業
環
境
課
長 

ガ
ソ
リ
ン
や

電
気
料
金
の
問
題
は
、
日
々
の

生
活
の
中
で
大
き
な
問
題
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。
国
の
助
成
期

間
延
長
を
注
視
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
コ

ス
ト
コ
の
会
員
証
助
成
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
し
、

物
価
高
騰
対
策
と
町
内
企
業
の

活
力
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
助
成
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

質
問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

や
コ
ス
ト
コ
会
員
証
で
は
、
対

象
と
な
ら
な
い
町
民
が
い
る
。

全
町
民
を
対
象
の
助
成
が
必
要

で
は
。

産
業
環
境
課
長 

町
民
全
体
に

均
一
に
助
成
す
る
こ
と
は
良
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
や
コ
ス
ト
コ
会
員
証
助
成

の
周
知
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
燃
料
に
限
ら
ず
、
食
品
等

購
入
の
生
活
の
一
助
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
新

た
な
助
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

コ
ス
ト
コ
会
員
証
助
成

を
開
始
後
、
約
半
年
が
経
過
し

た
。
当
初
予
算
で
は
町
民
の
８

割
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在
の
申
し

込
み
状
況
は
。

産
業
環
境
課
長 

８
月
末
現
在

で
１
８
８
７
件
（
新
規
１
７
７

０
件
、
更
新
１
１
７
件
）
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
全

世
帯
約
４
３
０
０
世
帯
の
８
割

ほ
ど
の
３
５
０
０
世
帯
を
予
算

計
上
し
ま
し
た
が
、
現
在
53
・

９
％
の
申
し
込
み
で
す
。

質
問 

更
新
の
方
は
こ
れ
か
ら

も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
申

し
込
み
の
増
加
を
す
る
た
め
の

対
策
は
。

産
業
環
境
課
長 

３
月
議
会
最

終
日
に
特
別
に
チ
ラ
シ
の
毎
戸

配
布
を
し
、
ま
た
県
議
会
議
員

選
挙
の
期
日
前
投
票
時
に
は
、

休
日
の
特
別
窓
口
を
設
置
し
て
、

啓
発
及
び
対
応
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
４
月
の
広
報
紙
に
も

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後

も
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
各
種
行
事
で
の
ご

案
内
に
よ
り
、
利
用
促
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
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質
問 

町
長
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
に
関
す
る
私
に
届
い

た
写
真
を
見
る
と
、
町
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
、
勤
務
時
間
内
に

作
業
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ス
コ
ミ
に
説
明
し
た
こ
と
と

矛
盾
し
な
い
か
。

総
務
課
長 

町
長
か
ら
画
像
な

ど
の
素
材
を
受
け
取
る
た
め
一

時
的
に
町
の
フ
ォ
ル
ダ
に
置
き
、

持
ち
帰
っ
て
勤
務
時
間
外
に
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
で
操
作
を
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
職
員
の
パ

ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
い
な
い
た
め
、
役
場

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
作
成
は

考
え
に
く
い
で
す
。

Q  

町
長
後
援
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成
は  

A 

町
長
が
勤
務
時
間
外
で
の

　
　
　
　 

作
成
を
依
頼
し
た
／
総
務
課
長

OKUZAWA  SADAO

奥
お く ざ わ

澤　貞
さ だ

雄
お

 議員

質
問 

㈱
邑
楽
館
林
ま
ち
づ
く

り
へ
の
研
修
派
遣
は
、
出
向
で

は
な
く
研
修
派
遣
の
状
態
か
。

い
つ
ま
で
続
け
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長 

研
修
派
遣
の
ま
ま

で
、
当
面
続
け
て
い
き
ま
す
。

質
問 

派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員

は
、
派
遣
先
よ
り
業
務
の
指
示

が
あ
れ
ば
何
で
も
遂
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

総
務
課
長 

派
遣
先
企
業
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
職
員
は
与

え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

質
問 

６
月
21
日
付
け
で
㈱
邑

楽
館
林
ま
ち
づ
く
り
の
専
任
の

宅
地
建
物
取
引
士
が
県
に
申
請

登
録
さ
れ
て
い
る
。
専
任
の
宅

建
士
が
町
の
派
遣
職
員
に
な
っ

て
い
る
が
、
地
方
公
務
員
法
に

抵
触
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長 
企
業
よ
り
申
し
出

が
あ
り
、
プ
ロ
パ
ー
雇
用
ま
で

の
間
、
あ
く
ま
で
研
修
の
一
環

と
し
て
、
一
定
の
条
件
を
付
し

た
う
え
で
宅
建
士
資
格
を
生
か

し
た
事
業
展
開
の
実
習
を
さ
せ

て
い
ま
す
。

Q  
職
員
の
研
修
派
遣
の
継
続
は 

A 
当
面
続
け
て
い
き
ま
す
／
総
務
課
長

質
問 

３
月
18
日
に
三
重
県
明

和
町
か
ら
の
派
遣
職
員
の
歓
迎

会
に
公
用
車
を
使
用
し
た
と
あ

る
が
、
歓
迎
会
の
領
収
書
及
び

起
案
書
の
閲
覧
は
可
能
か
。

政
策
室
長 

公
務
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
で
払
っ
て
い
る

た
め
、
領
収
書
は
現
在
ど
こ
に

あ
る
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
発
案
者
が
町
長
な
の
で
起

案
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問 

公
の
歓
迎
会
な
の
に
町

の
宴
会
場
を
利
用
せ
ず
、
な
ぜ

羽
生
市
の
飲
食
店
を
利
用
し
た

の
か
。

政
策
室
長 
町
長
が
配
慮
し
、

三
重
県
か
ら
の
派
遣
職
員
の
家

族
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の
あ
る

羽
生
市
の
飲
食
店
を
利
用
し
ま

し
た
。

質
問 

公
用
車
の
運
行
記
録
を

見
る
と
、
使
用
予
定
時
間
が
３

月
18
日
22
時
ま
で
の
申
請
と
な

っ
て
い
る
が
、
運
行
は
19
日
９

時
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
翌
朝

９
時
ま
で
の
運
行
な
の
か
。

政
策
室
長 

18
日
に
帰
る
予
定

で
し
た
が
、
派
遣
職
員
の
家
族

と
の
宴
席
が
盛
り
上
が
り
お
酒

を
勧
め
ら
れ
て
飲
酒
し
た
た
め
、

代
行
を
使
用
し
ま
し
た
。
会
場

か
ら
一
番
近
い
自
分
の
家
に
車

を
停
め
、
翌
日
役
場
に
車
を
戻

し
た
た
め
、
予
定
よ
り
時
間
を

費
や
し
ま
し
た
。

Q  

公
用
車
使
用
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

　

 

策
定
さ
れ
て
い
る
か 

A 

現
在
町
で
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

／
政
策
室
長

運行日誌
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　　　　　樋管

質
問 
現
在
、
町
に
は
２
名
の

ふ
る
さ
と
大
使
が
い
る
。
グ
ラ

ビ
ア
界
で
有
名
な
写
真
家
の
野

村
誠
一
氏
と
女
優
の
千
歳
ふ
み

さ
ん
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
大
使

に
つ
い
て
啓
発
は
し
て
い
な
い

の
か
。

政
策
室
長 

野
村
先
生
に
は
モ

デ
ル
撮
影
会
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
千
歳
ふ
み
さ
ん
に
は
二
十

歳
の
つ
ど
い
に
来
て
い
た
だ
い

た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
芸
能

事
務
所
に
配
慮
し
て
積
極
的
な

啓
発
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町

の
事
業
に
で
き
る
だ
け
参
加
を

お
願
い
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ

て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

A 前向きに検討したい／政策室長

Q 明和町ふるさと大使ミュージアムや
 　　　　　　　　ブース設置の考えは 

KURIBARA  TAKAO

栗
く り ば ら

原　孝
た か

夫
お

 議員

質
問 

町
に
は
コ
ス
ト
コ
も
で

き
て
訪
れ
る
人
が
増
え
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
。
も
っ
た
い
な
い
話
で

あ
る
。
ふ
る
さ
と
大
使
を
応
援

す
る
施
設
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

政
策
室
長 

現
時
点
で
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
設
置
の
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
既
存
の
施
設
で
の
紹

介
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
著

作
権
や
芸
能
事
務
所
と
の
関
連

も
配
慮
し
て
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長 

野
村
先
生
に

つ
い
て
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
を
活
用
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
日

本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
来

館
さ
れ
る
方
を
中
心
に
、
ふ
る

さ
と
大
使
の
情
報
を
発
信
す
る

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

野
村
先
生
に
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
あ
る
い
は
日
本
キ
ャ
ン
パ

ッ
ク
ホ
ー
ル
内
に
ブ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
協
力
を

持
ち
か
け
て
は
い
か
が
か
。
ぜ

ひ
前
向
き
に
検
討
を
お
願
し
た

い
が
。

政
策
室
長 

野
村
先
生
は
本
町

に
対
し
て
大
変
協
力
的
な
の
で
、

質
問 

江
口
排
水
路
は
町
の
中

心
に
あ
り
、
田
ん
ぼ
の
用
水
に

も
使
う
重
要
な
水
路
で
あ
る
が
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
時
に
排
水
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

最
近
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
期

待
で
き
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長 

こ
ど
も
園
付

近
は
排
水
能
力
が
約
２
倍
、
谷

田
川
へ
の
排
水
部
分
に
お
い
て

は
２
連
の
樋
管
に
改
修
し
て
排

水
断
面
が
約
２
・
３
倍
と
な
り
、

円
滑
な
排
水
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

質
問 

谷
田
川
の
水
位
が
上
が

り
排
水
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
、

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
が
必
要
と

思
う
。
ポ
ン
プ
導
入
の
考
え
は

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

排
水
ポ
ン
プ

設
置
に
つ
い
て
は
、
県
関
係
各

所
へ
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

内
水
排
水
は
ポ
ン
プ
に
よ
る
強

制
排
水
が
一
番
有
効
な
方
法
で

す
の
で
、
今
後
も
粘
り
強
く
要

望
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
考

え
で
す
。

Q  

江
口
排
水
路
、
改
修
工
事
の
効
果
は 

A 

円
滑
な
排
水
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

／
都
市
建
設
課
長

ど
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
が
可
能

か
じ
っ
く
り
話
し
を
し
て
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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質
問 

全
国
の
小
中
学
校
で
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
約
30
万

人
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
文
部
科
学
省

は
本
年
３
月
31
日
に
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
を

社
会
全
体
で
実
現
し
て
い
く
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を

受
け
て
の
町
教
育
委
員
会
の
現

状
の
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長 

小
中
学
校
へ

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
を
以
前
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
状

況
は
一
人
一
人
異
な
る
た
め
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
な
ど
か
ら

の
個
別
の
相
談
対
応
や
ケ
ー
ス

会
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問 

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル

ー
ム
等
）
を
設
置
す
る
必
要
が

質
問 

災
害
対
策
本
部
に
お
け

る
電
源
供
給
は
必
須
条
件
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
役
場
に
設
置

さ
れ
て
い
る
非
常
用
の
発
電
機

は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
で
示

さ
れ
て
い
る
最
低
３
日
間
、
72

時
間
対
応
の
発
電
機
か
。

総
務
課
長 

役
場
に
設
置
さ
れ

て
い
る
非
常
用
発
電
装
置
は
、

灯
油
を
燃
料
と
す
る
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
式
の
発
電
装
置

で
、
72
時
間
稼
働
が
可
能
で
す
。

な
お
、
燃
料
の
補
給
が
行
え
れ

ば
、
そ
れ
以
上
稼
働
が
可
能
で

す
。

役場屋上にある発電設備

MIURA  TUGUHIRO

三
み う ら

浦　次
つ ぐ ひ ろ

弘 議員

あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
設
置

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長 

現
在
設
置
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
校
と

も
相
談
室
や
保
健
室
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
利
用
す
る

人
数
が
増
加
し
た
場
合
等
に
検

討
し
ま
す
。

質
問 

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
で
き

る
指
導
体
制
を
確
立
す
べ
き
だ

と
思
う
が
現
状
は
。

学
校
教
育
課
長 

希
望
し
た
不

登
校
児
童
生
徒
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
利
用
し
た
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

質
問 

不
登
校
の
生
徒
の
高
校

進
学
を
支
援
す
る
た
め
、
自
宅

や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
学

び
を
確
実
に
学
校
の
成
績
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

学
校
教
育
課
長 
学
習
の
成
果

と
し
て
の
評
価
を
調
査
書
（
内

申
書
）
に
広
く
反
映
で
き
る
よ

う
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

A 
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
と

　 

個
別
相
談
、
ケ
ー
ス
会
議
で
の
対
応

／
学
校
教
育
課
長

Q  
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
受
け
て
の

　
 

取
り
組
み
は 

質
問 

不
登
校
を
未
然
に
防
げ

な
い
か
。

学
校
教
育
課
長 

小
学
３
年
生

か
ら
６
年
生
と
中
学
校
全
生
徒

を
対
象
と
し
た
教
育
心
理
検
査

を
年
２
回
実
施
し
、
要
支
援
判

定
の
児
童
生
徒
に
は
教
員
が
寄

り
添
い
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

不
登
校
防
止
に
努
め
ま
す
。

Q  

町
役
場
の
発
電
機
は
72
時
間
対
応
か 

A 

燃
料
の
補
給
が
行
え
れ
ば
、

72
時
間
以
上
稼
働
可
能
／
総
務
課
長
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８
月
31
日
、
明
和
町
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
Ａ
館
３
階
に
て
、

邑
楽
郡
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期

に
な
っ
て
い
た
研
修
会
で
し
た
が
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
「
釜
石
の
奇
跡
」
で
知

ら
れ
る
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学

環
特
任
教
授
で
日
本
災
害
情
報
学

会
会
長
の
片
田
敏
孝
氏
で
す
。

　

近
年
各
地
で
豪
雨
災
害
が
多
発

し
て
い
る
の
は
何
故
か
？
そ
れ
は

日
本
近
海
の
高
い
海
水
温
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
行

政
主
導
の
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト

対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
住
民
主

体
の
防
災
対
策
に
転
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
力
説
。
日
本
の
防

災
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
と
し
て
、

主
客
未
分
（
主
体
と
客
体
が
分
か

れ
ず
、
一
体
で
あ
る
状
態
）
の
防

災
体
制
の
確
立
を
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
過
保
護
を
脱

却
し
、
分
散
避
難
の
必
要
性
を
語

ら
れ
、
行
政
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

災
害
時
に
ど
う
行
動
す
べ
き
か
自

ら
判
断
し
、
率
先
し
て
避
難
す
る

こ
と
の
大
切
さ
も
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
反
省

さ
せ
ら
れ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

三
浦 

次
弘 

議
員

　
議
員
研
修
報
告

利
根
川
中
流
域
に
お
け
る
広
域
避
難
の
必
要
性

こ
れ
か
ら
の
広
報
作
り
に
生
か
す
！

邑
楽
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

９
月
27
日
、
東
京
大
手
町
の
日
経

ホ
ー
ル
に
て
令
和
５
年
度
町
村
議
会

広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
５
０
０
名
近
く
の
広
報
担
当
者
が

集
ま
り
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
内
容

は
、

１　
広
報
担
当
者
が
知
っ
て
お
き
た

い
法
律
知
識

弁
護
士　
玉
置
奈
々
子 

氏

２　
な
る
ほ
ど
そ
う
か
…
知
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
！
読
者
を
夢
中
に
さ

せ
る
広
報
紙
づ
く
り
の
基
本
！

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー　

白
木
一
誠 

氏

３　
パ
ッ
と
伝
わ
る
広
報
紙
に
！
や

っ
て
は
い
け
な
い
デ
ザ
イ
ン
講
座

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

平
本
久
美
子 

氏

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
間
、
多
様
化

の
進
む
現
代
で
、
広
報
と
い
う
紙
面

を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
、
広
報
が
面
白
い
！
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
揺
さ
ぶ
る

伝
え
方
！
な
ど
、
法
律
の
面
か
ら
、

紙
面
の
言

葉
か
ら
、

幅
広
く
広

報
に
関
わ

る
講
義
を

受
け
ま
し

た
。

　

広
報
が

必
要
と
さ

れ
る
役
目

と
目
的
は
、

地
域
住
民

の
た
め
、

居
住
の
安

心
感
、
子

孫
繁
栄
と
定
住
化
の
た
め
に
、
愛
を

こ
め
て
紙
面
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
の
広
報
制
作
に
生
か
し
、
情

報
発
信
す
る
側
の
思
い
や
関
係
を
、

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
澤 

春
江 

議
員
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４日	 館林地区消防組合議会第１回臨時会
７日	 群馬東部水道企業団全員協議会・
	 臨時会
10日	 広報委員会
24日	 議員懇談会
26日	 広報委員会及び議会モニターとの
	 懇談会
27日	 明和町民体育祭実行委員会
30日	 明和まつり

９日	 第２回議会臨時会（初議会）
21日	 全員協議会
23日	 邑楽郡町村議会議長会臨時会
28日	 群馬東部水道企業団全員協議会
29日	 議会運営委員会
	〃	 群馬県後期高齢者医療広域連合
	 議会定例会
31日	 邑楽郡町議会議員研修会

５日	 第３回議会定例会（13日まで）
	〃	 決算特別委員会
	〃	 広報委員会
８日	 決算特別委員会
11日	 決算特別委員会
	〃	 全員協議会
	〃	 議会運営委員会
22日	 広報委員会
27日	 町村議会広報研修会

議 会 日 誌

８月

９月

７月

議
会
の
生
の
声
を

　
　
聴
い
て
く
だ
さ
い

12月５日（火）から
　　　午前９時～
12月７日（木）まで

詳しくは議会事務局へ
TEL 84-3111

次回定例会

予定です
（一般質問は12月６日・７日）

議会モニター（館林商工生）
新人２名を紹介

委嘱状交付

　来年度に18歳を迎え、選挙権を手にするビジネス
研究部の２年生部員が、新たに議会モニターに加わり
ました。

◎井野口　竣（いのぐち　しゅん）	 明和中出身

　この秋から新たに議会モニターに
加わりました、総合ビジネス科２年
の井野口竣です。３年の先輩方から
アドバイスをいただきながら、明和
町議会の発展のために、広報活動を
頑張りたいと思います。
　私も来年には選挙権を手にするの
で、政治や明和町のことをたくさん勉強したいと考え
ています。日頃から、私たち町民のために頑張ってく
ださっている議員の方々とともに、少しでもお役に立
てるようになりたいです。よろしくお願いします。

◎江波戸　啓大（えばと　けいた）	 明和中出身

　10月から新しく議会モニターにな
った、館林商工高校情報ビジネス科
２年の江波戸啓大です。ビジネス研
究部の先輩方に議会の様子を伺って、
ぜひ私も地元のために何か貢献でき
たらと思い、参加することになりま
した。
　明和町がより良い町になるために、高校生目線でさ
まざまな企画を考えていく予定です。議会の傍聴や議
会だよりの編集、ポスターの作成などの活動をすると
きには、率先して取り組めるように頑張りたいと思い
ます。

　10月５日（木）明和町役場議長室にて、坂上議長
から館林商工生２名に対して委嘱状が交付され、正式
に活動がスタートしました。先輩モニター５名ととも
に、高校生の視点でさまざまなことに取り組んでいく
予定です。
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町
民
の

町
民
の

声声

　
私
が
住
み
た
い
明
和
町
は
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
明
和

町
で
す
。
い
つ
も
学
校
か
ら
帰

る
と
き
（
特
に
冬
な
ど
の
暗
く

な
る
時
間
が
早
く
な
る
と
き
）

に
、
薄
暗
く
な
っ
て
い
て
、
安

心
し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
た
め
に
は
、
冬
は
も
う
少

し
早
め
に
街
灯
が
つ
く
と
い
い

　
私
が
町
長
だ
っ
た
ら
、
梨
と

ほ
か
の
特
産
品
を
作
り
ま
す
。

特
産
品
が
で
き
れ
ば
、
人
が
集

ま
り
、
明
和
町
が
さ
ら
に
豊
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
を
品
種
改
良
し
た
物
が
、

明
和
町
の
新
し
い
特
産
品
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
明
和
町
の
特
産
品
を
増
や

し
、
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
い

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
明
和
町

に
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
は

し
っ
か
り
防
犯
ブ
ザ
ー
を
付
け

る
な
ど
の
対
策
を
し
た
り
、
し

っ
か
り
周
り
を
見
た
り
し
て
、

気
を
付
け
て
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
明
和
町
が
も
っ
と
良

く
な
る
よ
う
に
、
私
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
特

産
品
を
食
べ
て
く
れ
る
人
を
笑

顔
に
し
、
評
判
を
集
め
、
明
和

町
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
私
は
、
梨
を
中
心
と

し
た
特
産
品
を
出
荷
し
、
経
済

を
豊
か
に
し
て
、
明
和
町
を
発

展
さ
せ
た
い
で
す
。

東小６年

藤
ふ じ の

野　由
ゆ ま

麻さん

東小６年

佐
さ と う

藤　優
ゆ う ひ

燈さん

5
5

5
5

5
5

5
5

5

  

私
の
住
み
た
い

  

明
和
町

  
私
が

  

町
長
だ
っ
た
ら

▼
発
刊
／
明
和
町
議
会　

〒
３
７
０
ー
０
７
９
５　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
新
里
２
５
０
ー
１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
４　

▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

環境にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

私
た
ち
が
議
会
だ
よ
り
を
作
り
ま
す

　

議
会
広
報
委
員
会
委
員
長
の

三
浦
で
す
。
７
月
の
町
議
会
議

員
の
改
選
に
よ
り
、
５
名
の
新

人
議
員
（
う
ち
女
性
３
名
）
が

誕
生
し
、
全
員
広
報
委
員
に
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性

３
名
の
パ
ワ
ー
で
、

一
気
に
委
員
会
が
活

発
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
９
月
に

は
東
京
・
大
手
町
の

日
経
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
議
会
広
報
研
修

会
に
委
員
全
員
で
出

席
し
、
広
報
の
勉
強

を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
読
者
目
線
で
の

広
報
紙
を
作
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
考
え
、
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
「
め
い
わ
議
会
だ

よ
り
」
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
広

報
研
修
会
等
に
参
加

し
、
研
鑽
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
広
報
委
員
一

同
、
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今

後
の
議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。委

員
荒
井 

信
行

委
員 

眞
塩 

香
奈
子

副
委
員
長 

本
澤 

春
江

委
員
長 

三
浦 

次
弘

委
員 

小
野 

光
枝

委
員 

島
田 

宏
幸

議
長 

坂
上 

祐
次

副
議
長

藤
野 

一也
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